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　この無常な世にあって、偶然と必然ということに
想いを巡らすことが時にある。この美しい詩に巡り
合えた時もそうであった。たまたまの偶然だったの
だろうか？　それにしては、あまりに偶然の重なり
が多くて、必然だったと思いたくなるのである。
　父が入所してお世話になっていた老健でCOVID-19のク
ラスターが発生し、父も感染してしまった。幸い、ラゲブリ
オ投与ですぐに解熱してCOVID-19はクリアーできたよう
だったが、その後、食べられなくなってしまった。面会が許
されない状況で故郷から遠く離れて暮らす私にとって、老
健からの電話で知らされる父の容態の変化に一喜一憂す
る日々が続いた。そんな折に、街の書店で『山女魚里の釣
り』と題する一冊の本が目に留まり手に取った。帯には「伝
説のフライフィッシャーが詩情ゆたかに語る山女魚釣りの
川。心に残したい里川の記録集」のキャッチコピーもあって
購入した。ここしばらくは釣行できていなかったが、札幌
近郊の渓流で山女魚やオショロコマを釣るのは好きだっ
たし、夏に帰省した時には故郷の町を流れる芦川でアマゴ
を釣ることもあった。早速、ページをめくると著者の芦澤一
洋氏はアウトドア分野の第一人者で、なんと私の故郷の隣
町出身で、おそらく高校の先輩でもあることが分かった。さ
らに、「大盆地風景の桃源郷　芦川［山梨県］」の章もあり、
早速ここから懐かしさを噛みしめながら読み始めた。
　そうこうしているうちに、食べられなかった父が
ラーメンを所望し、有難いことに老健はこれに応え
てラーメンを作ってくれ、三分の一程を父は食べたと
の電話があった。食べられるようになったと喜んだの
も束の間、その３日後、父は102歳で旅立っていった。
人口の割に県内の新規感染者が多いことも考慮して家
族葬で父を送って札幌に戻った。件の本は札幌に戻っ
た後も通勤の地下鉄の中で読み続けていたところ、「山
之村の風と山女魚と　跡津川［岐阜県］」の章に以下
の詩を見出し、涙が止まらなくなって困った。
　風になって----
　たとえ　わたしが死んでも　わたしは　死なない
　�わたしは自由な風になって　佐保子の美しい髪を

なで
　�哲也のテニスの球と一緒に走り　登さんの自転車

のあとを追う
　�お父さんとお母さんの間にすわって　子どもにか

えって　あまえる
　�大好きな田中さんちへは　毎日行って　桜の葉を

ゆすったり
　�白いカーテンの間からしのび込み　コンチワ　

いって　弘子さんをおどろかす
　�たとえ　わたしが死んでも　わたしは　死なない
　�愛する人たちのまわりを　いつも　いつも　やさ

しく　吹いていたい
　芦澤氏によると、この風になった方は、会津若松
に住んでいた坂井恭子さんという故人で、1986年の
秋に喫茶店「銀座ウエスト」の「名曲の栞」の中に
この詩を見出したとのことであった。釣りの本でこ
のような詩に出合った衝撃は大きかった。とはいえ、
この本はハウツーや釣果を誇るような軽薄な物では
なく、自然と文化の深い洞察に貫かれている。しか
し、父を送った後の不安定な心にいきなり飛び込ん
できたこの詩は、これは偶然なのかとの問いを舞い
上げながらも、やさしく私の心に吹き続けている。
　芦澤一洋　『山女魚里の釣り』、ヤマケイ文庫、山
と渓谷社、2017年、p201
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